
日時

会場

2018年 月11 24日（土）

学習院大学北2号館10階
大会議室

連絡先：学習院大学大学院アーカイブズ学専攻事務室
〒171-8588 東京都豊島区目白1-5-1 
TEL : 03-5992-1278 E-MAIL : gcas-off@gakushuin.ac.jp

ワークショップ
13：00～18：00

懇親会
18：00～

※事前申し込み不要

主催
学習院大学東洋文化研究所プロジェクト

「植民地期ベトナムにおけるアーカイブズ制度の変容と展開」

学習院大学大学院アーカイブズ学専攻

共催 学習院大学文学会
学習院大学人文科学研究所

ワークショッププログラム
「日本のベトナム関係アーカイブズ
ベトナムの日本関係アーカイブズ」

プログラム
13:00 開会挨拶 保坂裕興

（学習院大学大学院アーカイブズ学専攻教授）

13:05 趣旨説明 武内房司
（学習院大学大学院アーカイブズ学専攻教授）

13:15 ダオ・ドゥク・トゥアン Dao  Duc Thuan
（ベトナム国家人文社会大学アーカイブズ・文書管理学部）

"Japanese Disarmament in Vietnam after the World War II
Through Records and Archival Documents in Some
VietnameseArchives"

15:15 コーヒーブレイク
〈司会〉 下重直樹

（学習院大学大学院アーカイブズ学専攻准教授）

16:15 小原由美子 （国立公文書館首席公文書専門官）

「日越外交関係樹立45周年記念webサイト「日本と
ベトナム－きざまれた交流の軌跡をたどる」をめ
ぐって」

16:45 立川京一 （防衛省防衛研究所）

「第二次世界大戦期の日越関係に関する日本の史料
情況」

17:15 白石昌也

学習院大学東洋文化研究所およびアーカイブズ学専攻では，

これまで2015年，2016年の二回にわたりアーカイブズを通して

東アジアの歴史を考えるワークショップを開催してきましたが，

今回は，ベトナム及びフランスから専門研究者を招聘し， 日本と

ベトナムに埋もれているアーカイブズに光をあてながら，近代に

おける日本とベトナムの交流のあとをたどってみたいと思います。

東アジアのアーカイブズ、日本・ベトナム関係等にご関心をお持

ちの方々の参加をお待ちしています。

13:55 カム・アイン・トアン Cam  Anh Tuan
（ベトナム国家人文社会大学アーカイブズ・文書管理学部）

" Archival Documents about Indochina-Japan Relations in
the World War II Era (Case of the Haiphong-Yunnan
Railway)"

〈司会〉 武内房司

（早稲田大学名誉教授）
「総括コメント」

17:35 討論・質疑応答

17.55       閉会挨拶 高埜利彦 （学習院大学名誉教授）

18:00 懇親会

15:35 グエン・ホン・ズイ Nguyen Hong Duy
（ベトナム国家人文社会大学アーカイブズ・文書管理学部）

"Vietnam–Japanrelationssincetheendof2ndWorldWarto
1973 through archival documents of the Prime Minister’s
OfficefondatVietnamNationalArchiveCenterIII"

14:35 フレデリック・ルスタン FédéricRoustan
（エックス・マルセイユ大学アジア研究所）

"Between two shores : The construction of an archival
corpus on Japanese-Vietnamese mixed families and their
children(1930-1975)"

通訳：宮沢千尋（南山大学人文学部教授）

通訳：宮沢千尋

通訳：チャン・ティ・ミー（東京外国語大学大学院博士後期課程）

通訳：チャン・ティ・ミー

通訳：チャン・ティ・ミー
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